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Shima T,Nagaoka A,Yoshimura S,Oka A,Matsumoto M,Kitaoka T,Tsujino A: An adult case of parainfectious optic neuritis 
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Iki Y,Morofuji Y,Kanamoto T,Horie N,Izumo T,Anda T,Matsuo T: Traumatic Middle Meningeal Arteriovenous Fistula of 
Non-fractured Site Detected by Four-dimensional Computed Tomography Angiography: A Case Report. NMC Case Rep J. 
7(2): 57-61, 2020.

島 智秋,辻野 彰: MRIで明瞭な信号異常を呈した腕神経叢病変にPET/CTではFDG集積が軽微であったため,炎症性

神経障害との鑑別が困難であった神経リンパ腫症の1例. BRAIN and NERVE: 神経研究の進歩 72(9): 987-992, 
2020.

近松元気,出雲 剛,諸藤陽一,金本 正,立石洋平,堀江信貴,案田岳夫,辻野 彰,松尾孝之: Carotid webに対して頸動脈内

膜剥離術を施行した1例. 脳神経外科ジャーナル 29(9): 652-658, 2020.

堀江信貴,諸藤陽一,伊木勇輔,松永裕希,金本 正,立石洋平,出雲 剛,案田岳夫,森川 実,辻野 彰,松尾孝之: 頭蓋内動脈

狭窄の診断-up to date- Intracranial atherosclerotic disease(ICAD)に起因する脳主幹動脈急性閉塞の診断と治療. The 
Mt. Fuji Workshop on CVD 38: 14-17, 2020.

本村政勝,北之園寛子,白石裕一,吉村俊祐,中田るか,辻野 彰,川上 純,中尾洋子,佐藤 聡,辻畑光宏,池 浩司,田中 愛,竹
内一翔,菊地 強: 放射性免疫沈降法によるP/Q型電位依存性カルシウムチャネル抗体測定キットの基礎的・臨床的

検討. 医学と薬学 77(7): 1057-1063, 2020.

村上隆哉,松本牧子,松隈亜紀子,木下和子,吉村俊祐,白石裕一,辻野 彰,北岡 隆: メトトレキサートによる中枢神経障

害が原因で視覚障害を生じた1例. 臨床眼科 74(6): 752-758, 2020.

平山拓朗,西浦義博,溝田貴光,長郷国彦,金本 正,島 智秋,長岡篤志,吉村俊祐,宮崎禎一郎,立石洋平,辻野 彰: 脊柱後彎

と骨盤後傾の姿勢異常で発症した重症筋無力症の1例. 長崎医学会雑誌 95(1): 61-66, 2020.

鈴木倫保,橋本洋一郎,小笠原邦昭,長谷川泰弘,辻野 彰,日本脳卒中学会Telestrokeガイドライン作成プロジェクト

チーム: 脳卒中診療における遠隔医療(Telestroke)ガイドライン. 脳卒中 42(5): 443-463, 2020.

堀江 信貴,日宇 健,川原 一郎,松永 裕希,定方 英作,諸藤 陽一,金本 正,立石 洋平,出雲 剛,案田 岳夫,辻野 彰,堤 圭介,
松尾 孝之: 【脳神経外科と医療連携】血管内血栓回収術における医療連携の現状と課題. 脳神経外科ジャーナル 
29(9): 611-618, 2020.

新井英之,戸村秀志,桑野克久,石井拓馬,平山拓朗,北之園寛子,西野友哉: 二重濾過血漿交換が奏功した慢性炎症性

脱髄性多発神経炎の1例. 日本老年医学会雑誌 57(4): 521, 2020.

北之園寛子,本村政勝,白石裕一,橋詰美貴子,辻野 彰: GVHD様紅皮症を呈した播種性胸腺腫合併重症筋無力症の1
例. 脳神経内科 92(5): 578-583, 2020.

早稲田朋香,服部尚子,小池雄太,辻野 彰,室田浩之: それぞれ原因の異なるHarlequin症候群の2例. 日本皮膚科学会雑

誌 130(5): 1186-1187, 2020.
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長岡篤志,福嶋かほり,平山拓朗,金本 正,島 智秋,太田理絵,吉村俊祐,宮崎禎一郎,立石洋平,白石裕一,鳥村大司,藤本

武士,辻野 彰: 神経筋接合部生検で補体沈着を認めた重篤なSeronegative MGの一例. 臨床神経学 60(4): 306, 2020.

宮崎禎一郎,野中文陽,辻野修平,山下魁理,平山拓朗,福嶋かほり,太田理絵,金本 正,島 智秋,長岡篤志,吉村俊祐,立石

洋平,白石裕一,前田隆浩,辻野 彰: パーキンソン病患者におけるスマートグラスを利用した遠隔専門外来診療の検

討. 臨床神経学 60(Suppl.): S380, 2020.

金本正,立石洋平,忽那史也,山下魁理,平山拓朗,長岡篤志,吉村俊祐,宮崎禎一郎,松永裕希,堀江信貴,出雲 剛,辻野 彰: 
血栓回収術後遅発性に発症した可逆性中大脳動脈狭窄の1例. 脳血管内治療 5(Suppl.): 36, 2020.

定方英作,堀江信貴,松永祐希,金本 正,立石洋平,出雲 剛,案田岳夫,辻野 彰,松尾孝之: 中大脳動脈の左右対称性の検

討. 脳血管内治療 5(Suppl.): 25, 2020.

堀江信貴,森川 実,松永裕希,定方英作,金本 正,日宇 健,立石洋平,出雲 剛,案田岳夫,辻野 彰,松尾孝之: 未破裂脳動脈

瘤に対するneck bridge stent/flow diverter留置術前後のvessel wall/flow imaging. 脳血管内治療 5(Suppl.): 62, 2020.

松永裕希,定方英作,伊木勇輔,金本 正,立石洋平,諸藤陽一,堀江信貴,出雲剛,案田岳夫,松尾孝之: 頸動脈狭窄を背景

に持つTandem閉塞に対する急性期血行再建術:Retrograde approachを主体とした戦略と治療成績. 脳血管内治療 
5(Suppl.): 2, 2020.
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

辻野 彰・教授 代議員 日本神経学会

辻野 彰・教授 代議員 日本脳卒中学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

辻野 彰・教授 長崎支部長 日本脳卒中協会

辻野 彰・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県

辻野 彰・教授 長崎県循環器病対策推進協議会委員 長崎県

辻野 彰・教授 評議員 神経治療学会

辻野 彰・教授 長崎県特定疾患対策協議会委員 長崎県

立石洋平・講師
長崎県てんかん治療地域医療連絡協議会委
員

長崎県

辻野 彰・教授 長崎県メディカルコントロール協議会委員 長崎県

立石洋平・講師 評議員 日本脳神経超音波学会

立石洋平・講師 代議員 日本神経学会
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競争的研究資⾦獲得状況（共同研究を含む）

 新聞等に掲載された活動

研　究　題　目

辻野 彰・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「スマート
グラスを利用したバーチャル専門外来の確立
と有用性の検討」

吉村俊祐・助教 日本学術振興会 分担

辻野 彰・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「遠隔専門
医療支援におけるサイバーコンサルテーショ
ンの有用性の検討」

辻野 彰・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「遺伝解析
からとらえる運動毛機能異常による水頭症お
よび認知症の病態生理」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「小脳失調
を合併したランバート・イートン筋無力症候
群の血液脳関門は破綻している」

立石洋平・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「地域医療
情報システムを用いた脳卒中・心疾患共通レ
ジストリ構築と予後予測因子の探索」

立石洋平・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究(B)「頸動脈粥
状硬化巣におけるリンパ管新生/血管新生アン
バランスとPCSK9との関連」

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と
社会との関連

野　彰・教授
認知症の予兆検知へ　長崎大
学グループがシステム開発

毎日新聞 2020年2月14日
AIを活用した認知症ロボット
の開発

野　彰・教授 進化する脳梗塞急性期医療 日経メディカル 2020年7月10日
長崎県の急性期脳卒中医療
（ドクターヘリ）の紹介

野　彰・教授
ICTを活用し、離島に“専門
医を派遣”◆Vol.1

m3.com 2020年2月21日
長崎県離島における遠隔医療
の取り組みの紹介

野　彰・教授

遠隔医療、一般医の対面診療
をサポートする強力なツール 
- 辻野彰・長崎大脳神経内科
教授に聞く◆Vol.2

m3.com 2020年2月23日
長崎県離島における遠隔医療
の取り組みの紹介
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